萩市競争入札参加資格の再審査取扱要領

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成20年4月1日
（趣旨）

第１条　この要領は、萩市の競争入札参加資格を有する者で、会社更生法(平成１４年法律第１５４号)に基づく更生手続開始の決定又は民事再生法(平成１１年法律第２２５号)に基づく再生手続開始の決定を受けた者(以下「更生又は再生手続開始の決定を受けた者」という。)の競争入札参加資格の再審査(以下「再審査」という。)の手続等について必要な事項を定めるものとする。

（再審査申請の手続）

第２条　更生又は再生手続開始の決定を受けた者が再審査の申請をしようとするときは、競争入札参加資格再審査申請書（別記第１号様式）に、次に掲げる関係書類を添えて市長あてに申請するものとする。なお、再審査申請における審査希望業種については、当該申請の際現に認定中の業種の中から選定するものとし、選定されない業種についての競争入札参加資格は失効するものとする。

(1) 再審査の申請をしようとする者の全てが提出しなければならないもの

①営業所一覧表(更生又は再生手続開始の決定時以降の時点のもの)

②　貸借対照表及び損益計算書(建設業者は更生又は再生手続開始の決定時以降の日において受審した経営事項審査(建設業法(昭和２４年法律第１００号。以下「法」という。)第２７条の２３第１項に規定する経営事項審査をいう。以下同じ。)の申請の際に添付したものの写しを提出すること。)

③　更生又は再生手続開始の決定書の写し

④　使用印鑑届（萩市競争入札参加者資格審査申請要領別記第５号様式による。）

⑤　更生手続開始の決定時以降に定款、役員等の変更があった場合は、当該変更を証明する書類

(2) (1)に加えて建設業者(法第２条第３項に規定する建設業者をいう。以下同じ。)が提出しなければならないもの

①　総合評定値(法第２７条の２９第１項に規定する総合評定値をいう。以下同じ。)の通知書の写し(更生または再生手続開始の決定時以降の日において受審したもの)

②　工事経歴書(前記①の経営事項審査申請の際に添付したものの写し)

③　技術職員名簿及び社会性等の状況を示す資料(建設業法施行規則(昭和２４年建設省令第１４号)第１９条の７別記様式第２５号の１１別紙２及び３に準じるものをいう。)

（ヒアリングの実施）
第３条　市長は、更生又は再生手続開始の決定を受けた者から前条の申請があったときは、申請者から、次に掲げる事項についてヒアリングを実施するものとする。
(1)　再審査の申請をしようとする者の全てを対象に実施する事項

①　金融機関からの支援等を含む資金調達の見通し
②　更生又は再生計画案作成の方針(更生または再生計画認可の決定後においては、更生計画の遂行状況)

③　営業対象地域、営業分野及び各支店の営業状況等に係る今後の経営方針
④　その他市長が必要と認める事項
(2) (1)に加えて建設業者を対象に実施する事項
①　技術者の確保等工事の施工体制

②　下請業者、資材業者等の業務の協力状況
③　建設機械、建設資材、労務者等の確保の状況
（再審査における格付け等）

第４条　市長は、萩市の指名競争入札における指名基準等に関する規程（平成１７年萩市訓令第４２号）で定めるところにより、格付けを行うものとする。この場合において、市長が必要と認めるときは、前条の規定によるヒアリングの結果を勘案して、当該総合評定値からその２０％に相当する点数を減じて算定することができるものとし、また、その結果、更生又は再生手続開始前に属していた等級から２等級以上降格となる場合には、1等級の降格とすることができるものとする。

（再審査の結果通知等）

第５条　市長は、再審査を行ったときは、直ちに審査の結果について別記第２号様式により申請者に通知を行う。
（資格の有効期間）

第６条　再審査に基づき新たに認定された資格の有効期間は、次回の定期の入札参加資格の施行の日の前日までとする。

 　　　附  則
（施行期間）
１　この要領は、平成２０年４月１日から施行する。                                  

（経過措置）
２　この要領の施行の日前に、萩市指名競争入札参加資格者の参加資格再審査取扱要領の規定によりなされた手続その他の行為は、この要領の相当規定によりなされたものとみなす。                                  

（萩市指名競争入札参加資格者の参加資格再審査取扱要領の廃止）
３　萩市指名競争入札参加資格者の参加資格再審査取扱要領は、廃止する。

